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 11月10～1１日、ホテル大観において盛岡地本準備のもと「201９政策フォーラム」が開催され、
千葉地本は幕張車両センター分会と京葉車両センター分会の合同で「働きやすいミライの検修職場を
創る為には」の提言を発表しました。 
 
 「グループ会社と一体となった業務体制のさらなる推進」による業務委託から7年が経ち、CTSで
は「技術力が身に付きにくいこと、情報ツールが脆弱なことによる働きがいの低下」により多くのプ
ロパー社員が離職している問題、JR本体では「業務量の偏り、超勤の増加などでゆとりがない」とい
う問題が発生しています。また、そのような中で発表されたミライの車両サービス＆エンジニアリン
グ構創において、「機械化が進む中でどう技術力を維持・向上するか」「ロボットやAIが故障した際
にどう対応するか」「酷暑対策が間に合わない」など３点の課題があります。そうした問題点・課題
を解消し、車両センターという職場を、働きやすく少ない人数でも高い技術力を発揮できる職場環境
にすることを目指して、提言を行いました。その後の全体討論では共感や補足の発言がなされ、提言
をより深めることができました。 
  
 今後、今回の発表内容をもとに団体交渉などを通じて、提言の実現を目指して行きます。 

◆発表概要 
 「グループ会社と一体となった業務体制のさらなる推進」による
業務委託から7年が経過しました。グループ会社ではプロパー社員
の育成にも力を入れていますが、定着せず離職するプロパー社員も
出ています。その背景はなぜなのか。また、出向者の働きがいの向
上についても問題提起を行います。 
 さらに、「ミライの車両S&E構創」も出され、検修職場の今後
についてや、キャリアプランの描き方についても変わっていくこと
は間違いないことから、「安全・健康・ゆとり・働きがい」のある
検修職場のあり方について提起します。 


